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市
民
の
憩
い
の
場
に

　

静
岡
県
富
士
市
の
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
２
０
２
０
年
10
月
オ
ー
プ
ン
し

た
。
併
設
の
余
熱
利
用
施
設
「
ふ
じ
か
ぐ

や
の
湯
」
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
足
ら
ず
で
５
万

人
の
来
場
者
を
数
え
た
。

　

一
番
う
れ
し
い
の
は
、
反
対
し
て
い
た

地
域
の
人
た
ち
が
、
親
子
連
れ
で
遊
ん
で
、

お
風
呂
に
入
り
、
食
事
を
す
る
の
を
目
に

す
る
こ
と
だ
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
人
気
の

場
所
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一

つ
に
は
、
野
外
啓
発
ゾ
ー
ン
に
は
遊
び
場

や
遊
具
・
ビ
オ
ト
ー
プ
が
あ
り
、
通
学
路

の
整
備
や
バ
ス
路
線
の
新
設
な
ど
周
辺
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
く

に
若
い
家
族
連
れ
が
移
り
住
ん
で
き
て
い

る
の
だ
。

　

ま
た
、
ご
み
焼
却
炉
で
高
効
率
発
電
を

し
、
併
設
の
循
環
啓
発
棟
「
ふ
じ
か
ぐ
や

の
湯
」
と
環
境
学
習
施
設
「
ふ
じ
さ
ん
エ

コ
ト
ピ
ア
」
の
電
力
を
す
べ
て
賄
っ
て
い

る
こ
と
、
約
１
０
０
畳
の
大
広
間
と
個
室

を
備
え
た
ふ
じ
か
ぐ
や
の
湯
が
市
の
福
祉

避
難
所
に
指
定
さ
れ
、
災
害
時
に
は
、
福

祉
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

一
般
市
民
に
も
風
呂
・
水
・
電
力
を
供
給

で
き
る
一
大
防
災
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
後
調
査
で
、
排

ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
が
、
前

施
設
の
１
０
０
０
分
の
１
と
報
告
さ
れ
た

こ
と
も
安
心
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

15
年
間
以
上
の
強
い
反
対
運
動

　

振
り
返
る
と
、
２
０
０
１
年
に
、
市
は

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
を
指

定
し
新
聞
報
道
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
初
め

て
知
っ
た
近
隣
地
域
か
ら
猛
烈
な
反
対
運

動
が
起
き
た
。

新環境クリーンセンター工場棟と芝桜

ごみマイスターと信栄製紙がコラボしたオープニングイベント。
その他の紙古紙を持参した市民にトイレットペーパーが提供された オープニングセレモニーのようす
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と
に
か
く
「
ご
み
処
理
施
設
建
設
反

対
」「
ご
み
は
よ
そ
へ
行
け
」「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
で
人
が
死
ぬ
」
そ
れ
ら
の
看
板
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
立
ち
、
自
家
用
車
に
も
ス

テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、
地
域
挙
げ
て
の
反

対
運
動
と
な
っ
た
。
地
域
に
結
成
さ
れ
た

ご
み
処
理
施
設
建
設
反
対
委
員
会
は
、
市

か
ら
説
明
を
受
け
る
こ
と
を
拒
否
、「
ご

み
処
理
施
設
建
設
反
対
」
に
同
調
す
る
こ

と
が
住
民
の
証
と
さ
れ
た
。

　

当
時
、
燃
や
す
ご
み
の
総
量
は
記
録
史

上
最
大
と
な
り
、
人
口
の
増
加
も
予
測
さ

れ
る
中
で
、
市
の
当
初
計
画
で
は
既
存
の

焼
却
炉
よ
り
も
大
き
な
規
模
の
焼
却
炉
を

建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
の
始
ま
り

　

そ
の
渦
中
に
い
て
、
私
は
、
ご
み
の
総

量
が
最
大
の
ま
ま
で
、
建
設
場
所
の
反
対

運
動
だ
け
で
よ
い
の
か
悩
み
、
地
元
富
士

常
葉
大
学
で
ご
み
問
題
専
門
の
松
田
美
夜

子
教
授
に
相
談
し
た
。

「
市
民
の
力
で
ま
ず
ご
み
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
よ
。」
と
松
田
教
授
か
ら
明
確
な

回
答
が
き
た
。
私
は
、
先
生
の
講
義
を
受

講
し
、
２
０
０
３
年
に
「
富
士
市
の
ご
み

を
考
え
る
会
」（
以
下
、
ご
み
を
考
え
る

会
）
を
発
足
、
松
田
先
生
を
講
師
に
「
ご

み
は
と
も
だ
ち
」
と
題
し
て
第
１
回
目
の

講
演
会
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
が
来
場

し
た
。

　

次
に
、
富
士
市
廃
棄
物
対
策
課
統
括
主

幹
を
講
師
に
「
こ
れ
か
ら
の
ご
み
行
政
」

と
題
し
た
勉
強
会
を
行
っ
た
。
こ
の
時
に
、

市
全
域
に
ご
み
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
確
立

す
る
こ
と
と
、
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
ご
み

減
量
を
行
う
提
案
が
出
さ
れ
、
私
は
第
１

期
ご
み
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
に
は
、「
第
18
回
牛
乳
パ
ッ

ク
の
再
利
用
を
考
え
る
全
国
大
会
」
が
富

士
市
で
行
わ
れ
た
。
ご
み
を
考
え
る
会
は
、

松
田
先
生
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、「
生

ご
み
を
宝
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を
設
け

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
紙
に
大
き

く
掲
載
さ
れ
、
市
民
に
ご
み
減
量
へ
の
機

運
が
生
ま
れ
た
。

　

２
０
０
８
年
、
ご
み
を
考
え
る
会
は
、

当
時
の
鈴
木
市
長
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
包
装
の
分
別
回
収
」「
ご
み
袋
の
有
料

化
と
指
定
ご
み
袋
の
導
入
」
を
提
案
し
、

富
士
市
は
翌
年
度
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
の
分
別
回
収
と
指
定
ご
み
袋
の

導
入
を
始
め
た
。
私
た
ち
ご
み
マ
イ
ス

タ
ー
と
ご
み
を
考
え
る
会
は
、
新
し
い
ご

み
分
別
の
説
明
会
を
何
十
回
と
な
く
開
催

し
、
ご
み
置
き
場
で
の
分
別
指
導
に
も
奔

走
し
た
。

　

翌
年
９
月
に
は
、
ご
み
減
量
が
進
ん
で

き
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
市
は
地
区
反

対
委
員
会
説
明
会
で
、
焼
却
炉
の
規
模
を

既
存
施
設
よ
り
も
50
ｔ
小
さ
い
１
日
当
た

り
２
５
０
ｔ
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

市
民
と
行
政
が
と
も
に
学
ぶ
、
視
察

　

そ
れ
で
も
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
反
対

運
動
は
、激
烈
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。「
ご

み
処
理
施
設
は
爆
発
す
る
」「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
で
近
隣
住
民
は
苦
し
む
」
と
言
っ
た

文
書
が
地
区
に
回
覧
さ
れ
、
地
域
の
会
合

な
ど
で
流
布
さ
れ
続
け
て
い
た
。

　

市
の
説
明
会
は
１
０
０
回
以
上
に
及
ん

だ
が
、
市
の
説
明
は
な
か
な
か
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
反
対
住
民

が
懸
念
を
抱
く
内
容
が
市
の
説
明
で
は
払

拭
で
き
な
い
た
め
、
私
た
ち
は
、
新
し
い

ご
み
処
理
施
設
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

実
際
に
見
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
の

立
場
で
、
ご
み
焼
却
炉
の
視
察
を
市
と
地

区
反
対
委
員
会
双
方
に
提
案
し
た
。
市
主

催
の
視
察
５
カ
所
、
地
区
反
対
委
員
会
主

催
２
カ
所
、
ご
み
を
考
え
る
会
主
催
や
個

人
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
含
め
15
カ
所

以
上
の
視
察
を
納
得
が
い
く
ま
で
繰
り
返

し
た
。

　

地
域
住
民
と
市
職
員
は
、
バ
ス
の
中
で

他
愛
の
な
い
話
を
し
、
視
察
先
で
と
も
に

説
明
を
聞
き
、
学
び
、
質
問
を
し
、
視
察

報
告
を
互
い
に
議
論
し
作
成
し
た
。
そ
こ

で
市
民
と
行
政
が
と
も
に
知
識
と
体
験
を

共
有
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
相
互
理
解

に
非
常
に
役
に
立
っ
た
と
、
い
ま
で
は
感

じ
て
い
る
。

ふじかぐやの湯。㊨は大広間。焼却時の余熱を活用した入浴施設として、NHKでも紹介された
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知
識
と
体
験
の
共
有
は

話
し
合
い
の
土
台
づ
く
り

　

そ
の
よ
う
な
中
、
一
部
反
対
住
民
は
市

が
説
明
す
る
数
字
の
正
当
性
を
疑
い
、
地

区
反
対
委
員
会
の
方
針
に
反
対
と
の
立
場

で
、
町
内
組
２
つ
が
脱
会
、
焼
却
炉
建
設

反
対
を
強
く
訴
え
た
。
私
た
ち
は
、
市
が

出
し
て
く
る
安
全
だ
と
い
う
数
字
が
本
当

な
の
か
信
用
で
き
る
の
か
知
る
た
め
に
、

地
区
反
対
委
員
会
主
催
で
専
門
家
を
招
き
、

科
学
的
な
裏
付
け
の
あ
る
数
字
を
皆
で
勉

強
す
る
提
案
を
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
（
一
財
）
日
本
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
※１

、
次
い
で
、
環
境
省
廃

棄
物
対
策
課
の
技
師
の
方
々
を
講
師
に
勉

強
会
を
行
い
、
市
提
出
の
数
字
の
根
拠
が

理
解
で
き
た
。
２
０
１
０
年
、（
公
社
）

全
国
都
市
清
掃
会
議
技
術

顧
問
の
講
師
の
先
生
※２

を
招

き
、
講
演
の
中
で
「
ス
ト
ー

カ
ー
＋
灰
溶
融
炉
」
の
方
式

に
「
ス
ト
ー
カ
ー
＋
外
部
施

設
資
源
化
」
を
選
択
肢
に
入

れ
る
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

同
年
、
富
士
市
と
地
区
反

対
委
員
会
は
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
入
れ
る
調
印
を

行
っ
た
。

　

し
か
し
、「
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
な
ど
知
ら
ん
」
と
反

対
が
出
た
こ
と
か
ら
、
地
区

反
対
委
員
会
主
催
で
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
研
究
者
※３
を

招
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

勉
強
会
に
は
、
地
域
住
民
が

多
数
参
加
し
、
片
谷
教
授
か

ら
は
専
門
書
を
寄
贈
さ
れ
、

皆
で
学
び
を
深
め
た
。
そ
れ

ら
の
学
び
が
、
そ
の
後
の
施
設
整
備
の
意

見
交
換
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
く
。

　

一
連
の
勉
強
会
に
は
、
市
民
だ
け
で
な

く
、
担
当
課
の
市
職
員
も
、
現
場
を
預
か

る
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
も
自
主

的
に
参
加
し
て
い
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
３
百
数
十
回
に

及
ん
だ
市
の
説
明
会
は
、
勉
強
会
後
、
双

方
の
知
識
の
土
台
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と

で
、
安
全
安
心
な
施
設
に
つ
い
て
建
設
的

な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市
民
の
学
び
と

お
互
い
の
信
頼
関
係
が

一
番
の
解
決
策

　

市
か
ら
突
然
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

予
定
地
に
選
定
さ
れ
れ
ば
、
近
隣
住
民
が

不
安
を
感
じ
安
全
な
の
か
心
配
す
る
の
は

自
然
だ
ろ
う
。
自
分
た
ち
が
毎
日
出
す
ご

み
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
行
く
の
か
、

知
ら
な
い
で
生
活
し
て
い
る
市
民
は
結
構

多
い
。
市
民
に
向
け
て
普
段
か
ら
ご
み
行

政
に
関
す
る
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
や
、

と
も
に
問
題
を
解
決
す
る
仲
間
意
識
・
信

頼
関
係
は
と
て
も
大
切
だ
。
誰
で
も
、
知

ら
な
い
こ
と
、
未
知
の
こ
と
に
は
不
安
や

怒
り
が
沸
い
て
く
る
。
高
飛
車
に
押
し
つ

け
ら
れ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
一
般
市
民
向
け
に
、
環

境
学
習
や
ご
み
処
理
施
設
見
学
会
な
ど
を

行
っ
て
い
れ
ば
、
新
し
い
ご
み
処
理
場
に

関
し
、
恐
怖
心
よ
り
期
待
感
が
増
し
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
れ
を

期
待
し
て
、
い
ま
も
子
ど
も
や
大
人
向
け

に
環
境
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

富
士
市
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
、

で
き
れ
ば
富
士
山
が
見
え
る
日
に
見
学
に

来
ま
せ
ん
か
。
日
本
一
の
富
士
山
が
お
出

迎
え
し
ま
す
。

【
注
】※1

　
藤
吉
秀
昭
氏

※2
　
寺
島
均
氏

※3
　
片
谷
教
孝
氏

桜美林大学・片谷教授のゼミ生がクリーンセンターを見学

専門家による一連の勉強会を通じて、反対住民と市が知識を共有しながら、話し合いの
土台づくりを行っていった。2009年には、環境省廃棄物対策課（当時）から技官（作花哲
朗氏）を講師に招いた
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　富士市新環境クリーンセンターは、工場棟、
資源回収棟、循環啓発棟から構成される。核
となる焼却施設には、1日当たり250ｔ（125
ｔ/24h×⒉炉）の処理能力を持つ連続運転式ス
トーカ炉を採用しており、ごみから回収した熱
エネルギーを、出力6800kWの蒸気タービンに
使って発電し、施設内の所要電力と売電に活用
する一方、循環啓発棟の余熱利用体験施設「ふ
じかぐやの湯」に給湯熱源を供給している。資
源回収棟は、市民から持ち込まれたごみを直接
受け入れる施設で、PETボトル、プラスチック
製容器包装、缶類、衣類などを選別し、棟内の
ストックヤードに保管する役割を担っている。
　2020年10月の稼働開始後、今年6月までの
焼却施設の状況をみてみると、昨年4，5月に
発電機が調整により停止した時期があったもの
の、焼却炉自体は順調に稼働している。2021
年度は6万2800ｔの焼却処理量に対して、発
電量は2750万kＷ時だった。このうち、1970
万kW時が売電に回っており、約２億8000万
円の売電収入があった。市廃棄物対策課による
と、施設内で消費される電力は総発電量の3割
程度で、当初の想定と比べて少なく、逆に売電
の割合が多くなっているという。2022年度は、
4月から発電機もフル稼働しており、昨年度を
大幅に上回る売電量となる見通しだ。
　オープン当初にコロナ禍の影響で市民の利用
が進まなかった循環啓発棟も、利用者が徐々
に増え、2021年度は「ふじかぐやの湯」だけで
来館者数が5.7万人に達した。2022年度は来
館者が月間で7000人を超える月もあり、前年
度を上回るペースだ。利用者が増えた背景に
は、循環啓発棟内の修理再生施設「ふじさんエ
コトピア」が、新型コロナウイルスワクチンの

予防接種会場として活用されたことで、結果的
に施設の周知につながった面もあるようだ。ま
た、住民との協定に基づき、市民が足を運びや
すいように、市内のバスターミナルと、ふじか
ぐやの湯を結ぶ路線バスが運行しており、交通
アクセスの利便性が図られていることもポイン
トとなっている。
　「ふじさんエコトピア」の利用も活発だ。ビオ
トープ観察会や植樹のイベント、裂き織体験や
着物リメイクの講座など、施設と市民団体の協
働事業をはじめとしたさまざまな催しが行われ
ており、中には裂き織体験講座のように昨年度
40回開催され、キャンセル待ちになる講座もあ
るなど、好評を博している。
　市廃棄物対策課の佐野琢哉課長は、「ここで
は単にごみを焼却するだけではなく、さまざま
な環境活動に利用したり、温浴を楽しんでいた
だくなど、市民が気軽に交流する場にもなりま
す。地域の皆様と長い時間をかけて話し合いを
しながらつくりあげた施設なので、末永く愛さ
れる存在を目指していきます」と抱負を語った。
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